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 様々な色の落ち葉が舞い落ち、秋も深まる頃となりました。肌に感じられる風も涼し

さから冷たさに変わり、少しずつ冬の訪れを感じる季節ですね。 

 さて、9 月から 10 月にかけて、個別支援計画書の作成に伴いモニタリング面談を行

いました。保護者の皆様、ご多忙の中お時間をいただきありがとうございました。また

半年間、計画書に沿いながらそれぞれのお子様に寄り添い、過ごしていきたいと思いま

す。 

 

＊10 月工作活動の様子＊ 

持ち帰りの工作では、2 種類のハロウィンの工作を行いました！ 

コウモリの工作では、紙皿を 2 枚、黒のペンキで塗っていただきました。紙皿の中心

部分からグルグルと塗っていく方、外側の部分から中心に向かって塗っていく方、各々

の塗り方で取り組んでおられました。紙皿が動かないようにしっかりと手で押さられて

いる方もいらっしゃいました。 

見本を見ながら目や耳の貼り付けを行い、可愛らしいコウモリが完成しました☆ 

     

    
    

 

カボチャの工作では、フェルトの型取りから行い、何度かこれまでも取り組んできた

ブランケットステッチ縫いにチャレンジしていただきました。 

今回は縫う箇所が多く、時間をかけて取り組み、繰り返し同じ工程を行っていただく

ことで、身に付くことが出来ているのかと思います。 

緑の取っ手部分には、ボタン付けの練習を兼ねて 1 人 2 つ好きな色のボタンを選ん
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でいただき、職員と一緒に取り組みました。 

何度かボタン付けの工程がある工作に取り組んでいたため、ほとんどの方が少ない説

明で、1 人でボタンを付けていくことが出来ておられました。子どもたちの学習する力

は素晴らしいですね。 

     

    
 

壁画工作では、秋の「イモムシ」をテーマに作成を行いました。 

みなさんには、紙コップや牛乳パックに毛糸を巻き付けていただきました。細い

糸を持ち続け、指先の力をつけることや、糸を巻く際には手首の運動に繋げること

を目的に取り組んでいただきました。 

みなさんそれぞれ、見本のイモムシを見ながら目や口がどの位置にあるのか、どこに

何を貼り付けるのか等ジッと観察しておられました。 

みなさんが作ったイモムシがぶらぶらと揺れるように貼り付けを行い、立体感のある

壁画になりました♪ 

    
☆12 月 3 日（土）、4 日（日）に高槻市役所にて「高槻市福祉展」が開催され、壁画を

展示する予定です。福祉展についての詳細は、後日お知らせいたします。 

 

＊室内飾り付け＊         ＊球根を植えました＊ 

 アイロンビーズでカボチャや魔女に扮し  玄関前にて、ビオラやセネッティの球根 

たキャラクターを作成していただきました。を植えました。 

見本の紙を見ながら慣れた手つきで同じ  水やりを行いながら、花の色や量など成 

色のビーズから埋めていっておられました。長の変化に気付いてもらえたらと思います。 

        


